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未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
海
外
で

の
見
聞
を
広
め
て
も
ら
い
、
国
際
感

覚
な
ど
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
行
う

派
遣
事
業
で
、
姉
妹
都
市
提
携
を
結

ぶ
米
国
ア
ラ
ス
カ
州
ケ
チ
カ
ン
市
と

同
フ
ロ
リ
ダ
州
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市
へ

計
26
人
の
生
徒
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

派
遣
さ
れ
る
中
学
生
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。（
敬
称
略
）

　
　
【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

◆
第
27
回
ケ
チ
カ
ン
派
遣
団

　
　
　
　
（
３
月
21
日
～
４
月
２
日
）

▽
下
呂
中
・
熊
﨑
貫
太
、
二
村
真
依
、

池
本
光
佑
▽
金
山
中
・
小
林
晃
輝
、

森
一
揮
、
澤
田
ひ
ま
り
、
波
多
野
恵
、

山
口
寛
雅

 

【
中
学
２
年
生
８
人
、
引
率
者
２
人
】

市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
（
米
国
ケ
チ
カ
ン
・
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
）

市
内
中
学
生
26
人
　
海
外
へ
派
遣

◆
第
21
回
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
派
遣
団

　
　
　
　
（
３
月
27
日
～
４
月
５
日
）

▽
萩
原
南
中
・
今
井
駿
之
介
、
黒
木

雄
登
、
日
下
部
広
樹
、
矢
島
典
昭
、

細
江
悠
佳
▽
萩
原
北
中
・
今
井
美
裕
、

今
村
日
向
子
、
桂
川
紗
英
、
奥
田
伶

奈
、
熊
﨑
彩
音
、
中
谷
佑
太
▽
下
呂

中
・
山
口
智
久
、
曽
我
里
美
、
▽
竹

原
中
・
小
林
礼
奈
、
酒
巻
明
、
中
島

美
紅
▽
馬
瀬
中
・
熊
崎
あ
か
り
、
村

山
智
則

  

【
中
学
２
年
生
18
人
、引
率
者
３
人
】

第 27回ケチカン派遣団

第 21回ペンサコーラ派遣団

団　体　名 地域 事　業
羽根さくら守り隊 萩原 羽根桜街道広報ＰＲ事業

飛騨小坂はなももまつり実行委員会 小坂 飛騨小坂はなももまつり

下呂スポーツの絆実行委員会 下呂 第 1 回下呂スポーツ交流イベント
トップアスリートによるスポーツ教室

四美の里ウォーキングイベント実行委員会 萩原 第 3 回南飛騨健康道場四美の里
ウォーキング・健康トークショー

竹原郷土史会 下呂 ふるさと竹原地区の史跡等の案内看板設置事業
睦美会 萩原 四美ナリエキャンドルライトアップ
中原ふるさと研究会 下呂 「写真が語る中原」の出版
飛騨小坂駅友の会 小坂 飛騨小坂駅開業 80 周年記念事業
サンロード発展会 下呂  湯之島観光案内板整備事業
やろまい会 小坂 ひめしゃがの湯夏祭り
八百万会 小坂 津軽三味線、二胡の競演と名月鑑賞会
野郎舞会 下呂 すずむしコンサート
南飛騨青年部 下呂 舞台峠うまいもん祭り開催事業
馬瀬マラソン大会実行委員会 馬瀬 馬瀬あゆマラソン大会開催事業
小坂友愛クラブ 小坂 御嶽山ろく飛騨小坂のほたる養殖事業

平成 25 年度補助金交付事業一覧（実績報告順）

　
市
で
は
平
成
17
年
度
に
「
下
呂
市
地
域
振
興
事
業
補
助
金
」

を
創
設
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
企
画
し
、
自
分
た
ち

の
手
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

左
表
の
15
件
（
２
月
17
日
現
在
）
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
下
呂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
の
補
助
金
申
請
に
つ
い
て
は
、
下
欄
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。          　
　

 

【
経
営
管
理
部
・
地
域
振
興
課
】

■
対
象
団
体

　

補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
の

は
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
団
体

（
自
治
会
を
除
く
）
で
す
。政
治
活

動
や
宗
教
活
動
、営
利
活
動
を
行

う
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
事
業

　

地
域
振
興
、
地
域
活
性
化
を
目
的

と
し
た
事
業
で
、単
年
度
で
実
施

さ
れ
る
も
の
。

■
対
象
経
費

　

事
業
に
必
要
な
経
費
か
ら
、
団
体

が
自
ら
負
担
す
べ
き
経
費
を
控

除
し
た
額
と
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内

　
（
限
度
額
20
万
円
）

■
申
請
方
法

　

所
定
の
様
式
と
な
り
ま
す
。
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
の
受
付
開
始
日

　

平
成
26
年
３
月
１
日
か
ら

　
（
事
業
実
施
の
１
か
月
前
ま
で
に
申
請
を
）

■
問
合
先

　

各
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課

平
成
26
年
度

地
域
振
興
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

平
成
25
年
度
の
実
績
報
告

地
域
振
興
事
業
補
助
金
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下
呂
市
で
は
こ
の
た
び
、
食
卓

か
ら
始
め
る
地
球
環
境
保
全
の
意

識
向
上
の
機
会
と
し
て
、
講
演
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
消
費
期
限

な
ど
を
含
め
た
食
品
ロ
ス
に
つ
い

て
の
話
、「
食
」
か
ら
考
え
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
身
近
に
始
ま
る

エ
コ
ラ
イ
フ
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◆
日
時
：
３
月
８
日
（
土
）

　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

　
　
　
（
受
付
：
13
時
30
分
よ
り
）

◆
場
所
：
星
雲
会
館

　
　
　

２
階　

東
雲
の
間

◆
講
師
：
岐
阜
大
学　

地
域
協
学

　
　

セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授

　
　

小
林
由
紀
子
先
生

【
問
合
先
】　

環
境
部　

環
境
課　

　
　
　
　
　

☎
26
・
５
０
１
１

◆
メ
ー
ル
：

　
　

 kankyou@
city.gero.lg.jp

岐
阜
県
に
お
け
る

　
　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
注
意
喚
起
実
施
の
判
断
基
準
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

改
正
と
な
り
ま
し
た

◆
注
意
喚
起
を
実
施
す
る
場
合
◆

⑴
午
前
中
の
早
め
の
時
間
の
判
断

基
準

　

県
内
全
測
定
局
（
11
局
）
を
対

象
と
し
て
各
日
の
午
前
５
時

か
ら
７
時
ま
で
の
１
時
間
値

の
平
均
値
の
中
央
値
が
85
マ
イ

ク
ロ
グ
ラ
ム
を
超
過
し
た
場
合
。

⑵
午
後
か
ら
の
活
動
に
備
え
た
判

断
基
準

　

県
内
全
測
定
局
（
11
局
）
を
対

象
と
し
て
、
各
日
の
午
前
５
時

か
ら
12
時
ま
で
の
１
時
間
値
の

平
均
値
の
最
大
値
が
80
マ
イ
ク

ロ
グ
ラ
ム
を
超
過
し
た
場
合
。

◆
注
意
喚
起
の
終
了
の
場
合
◆

⑴
県
内
各
11
測
定
局
の
１
時
間
値

が
全
て
50
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム

以
下
と
な
っ
た
場
合
。

⑵
⑴
に
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ

て
、
日
没
の
時
間
を
経
過
し

た
場
合
。

※
Ｐ
Ｍ
2.5
の
性
質
、
健
康
へ
の
影

響
、
対
応
策
等
は
平
成
25
年
７

月
号
広
報
紙
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
県
内
測
定
局

11
局
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
速
報

値
は
岐
阜
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.gtelem

e.
rd.pref.gifu.lg.jp/jiho.htm

l

か
ら
ご
確
認
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
環
境
部
・
環
境
課
】

　
　
　
　
　

☎
26
・
５
０
１
１

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

下
呂
市
環
境
講
座

「
キ
ッ
チ
ン
か
ら
始
め
る
エ
コ
ラ
イ
フ
」

～
食
べ
物
の
む
だ
を
な
く
そ
う
～

◎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
通
信

地
元
三
町
内
会
と
合
意

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
更
新
事
業

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
更
新
に

つ
い
て
は
、
合
併
以
来
最
重
要
課

題
の
一
つ
と
し
て
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
昨
年
４
月
に
地
元
大
渕
町

内
会
か
ら
、「
す
ぐ
に
移
転
先
が

見
つ
か
る
見
通
し
が
な
い
。
老
朽

化
し
た
施
設
で
不
安
な
生
活
を
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
、
新

た
な
設
備
に
更
新
す
る
こ
と
を
前

向
き
に
検
討
し
て
も
よ
い
。」
と

の
意
向
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
前
施
設
、
現
施
設
と
二
代

に
わ
た
り
近
く
で
暮
ら
し
て
き
た

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
苦
渋
の
選

択
で
あ
り
、
市
民
全
体
と
し
て
そ

の
決
断
に
感
謝
申
し
上
げ
る
べ
き

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
地
域
振
興
策
や

公
害
対
策
に
つ
い
て
隣
接
す
る
３

町
内
会
と
話
し
合
い
を
進
め
、
今

後
協
定
書
を
作
成
し
て
真
摯
に
対

応
し
て
い
く
と
い
う
条
件
で
、
１

月
14
日
に
小
川
区
お
よ
び

大
渕
町
内
会
、
１
月
23
日

に
少
ヶ
野
区
お
よ
び
三
原

町
内
会
、
同
日
、
宮
地
区

川
下
町
内
会
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
同
意
書
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
来
年
度

か
ら
本
格
的
に
設
計
や
生

活
環
境
影
響
調
査
に
と
り

か
か
り
、
平
成
30
年
度
ま

で
の
完
成
を
目
指
し
て
事

業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
【
環
境
部
・
環
境
施
設
課
】


